
公開講座のお知らせ�
平成16年度予算�
平成15年度決算�

研究内容紹介『最近の倫理研究』�
研究トピックス 『どの食用油をお好みですか』�
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リレーエッセイ　第15回�

短期大学部長　城田知子�

「食育」と管理栄養士・栄養士の役割�

　「
21
世
紀
に
お
け
る
わ
が
国
の
発
展
の

た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
健
全
な
心
と

身
体
を
培
い
、未
来
や
国
際
社
会
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、す
べ
て
の
国
民
が
心
身
の

健
康
を
確
保
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き

生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
し
て
、今
回
、

「
食
育
基
本
法
」が
議
員
立
法
と
し
て
ま

も
な
く
成
立
い
た
し
ま
す
。「
食
育
」に
関

し
て
は
、私
た
ち
栄
養
士
は
従
来
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
日
常
の
業
務

と
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
、今
一
度
、「
食
育
」に
つ
い
て
、管

理
栄
養
士
・
栄
養
士
が
果
た
す
役
割
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
近
年
、社
会
経
済
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、日
々
忙
し
く
多
様
な
生
活
を

送
る
中
で
、人
々
の
食
生
活
は
、欠
食
や

外
食
・
夜
食
な
ど
の
不
規
則
な
食
事
、栄

養
の
偏
り
、糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。国
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
に
平
成
12
年
か
ら
、第
三
次
国
民
健
康

づ
く
り
施
策「
健
康
日
本
21
」を
実
践
し
て

い
ま
す
。ま
た
、時
を
同
じ
く
し
て
3
省（
農

林
水
産
、厚
生
労
働
、文
部
科
学
）合
議
で

作
ら
れ
た「
食
生
活
指
針
」が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。い
ず
れ
も
国
民
の
毎
日
の
生
活

に
お
け
る
具
体
的
な
目
標
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
の「
食
育
」は
ま
さ
に
こ
れ

ら
の
内
容
の
普
及
啓
発
と
連
動
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。�

　
食
育
と
は
、「
人
々
が
日
々
を
健
康
で

快
適
に
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
食

を
営
む
力
を
育
て
る
こ
と
」つ
ま
り
、「
生

き
る
力
」を
育
む
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。一
般
に
、食
育
の
対
象
は
子
ど
も
た

ち
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。青
壮
年
期
は
も
と
よ
り
、い

ま
高
齢
者
の
食
卓
に
何
が
起
き
て
い
る
の

か
等
に
つ
い
て
も
広
い
視
点
で
把
握
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
た
び
、栄
養
教
諭
制
度
が
国
会
で

可
決
成
立
し
ま
し
た
。保
育
所
等
へ
の
波

及
効
果
も
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。食
べ

る
こ
と
は
生
き
る
た
め
の
基
本
で
す
が
、

「
な
に
を
」「
ど
れ
だ
け
」食
べ
る
か
と
い
う

こ
と
に
加
え
て
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰
と
」

「
ど
の
よ
う
に
」食
べ
る
か
に
つ
い
て
が
重

要
に
な
り
ま
す
。「
食
」の
も
つ
多
面
的
機

能
を
捉
え
て
、そ
れ
ぞ
れ
が「
主
体
的
な
食

物
選
択
能
力
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、確
か
な
知
識
、技
術
、態
度

に
よ
っ
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、管
理

栄
養
士
・
栄
養
士
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

�
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中村学園大学・中村学園大学短期大学部　広報誌�

【今月の表紙】　　中村学園創立50周年記念式典において、九州交響楽団の�
　　　　　　　　演奏により学園歌を斉唱�

リレーエッセイ 第15回�

「食育」と管理栄養士・栄養士の役割�
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研究内容紹介「最近の倫理研究」� 9

研究トピックス『どの食用油をお好みですか』� 10

公開講座のお知らせ� 11
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50周年記念式典�

記念コンサート（演奏：九州交響楽団）�

　
学
校
法
人
中
村
学
園
の
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
が
六
月
一
日（
火
）十
時
か
ら
、

学
園
各
学
校
の
学
生
・
生
徒
及
び
教
職
員

約
六
千
五
百
名
一
堂
に
会
し
て
マ
リ
ン
メ

ッ
セ
福
岡（
福
岡
市
博
多
区
沖
浜
町
）で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
創
立
記
念
式
典
は
例
年
各
学
校
ご
と
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
は
学
園
創

立
五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で

あ
り
、六
月
一
日
は
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先

生
の
満
百
二
十
歳
の
誕
生
日
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、今
回
の
記
念
式
典
は
学
園
に
在

籍
し
て
い
る
中
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で
の

生
徒
と
学
生
が
全
員
参
加
す
る
式
典
と
し

て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。�

　
梅
雨
入
り
直
後
で
天
候
が
大
変
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、式
典
当
日
は
前
日
ま

で
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
上
が
り
、

爽
や
か
な
日
和
と
な
り
ま
し
た
。�

　
式
典
は
二
部
構
成
で
行
な
わ
れ
、

第
一
部
で
は
中
村
量
一
学
園
長
に

よ
る
式
辞
が
あ
り
、「
ハ
ル
先
生
の

遺
訓
で
あ
る「
努
力
の
上
に
花
が
咲

く
」を
胸
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

を
持
っ
て
、中
村
学
園
で
学
び
、考
え
、

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。」と
列
席
し

て
い
る
学
生
生
徒
に
対
し
て
激
励

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
次
に「
学
生
・
生
徒
代
表
の
こ
と
ば
」

と
し
て
宮
本
剛
次
さ
ん（
大
学
・
流
通
科
学

部
三
年
生
）、尾
形
理
絵
さ
ん（
女
子
高
校

三
年
生
）、三
好
寛
さ
ん（
三
陽
高
校
三
年

生
）が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま

し
た
。続
い
て
地
元
福
岡
出
身
の
講
談
師

と
し
て
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
神
田

式典会場（マリンメッセ福岡）�

学園長式辞�

記念講演「学園祖 中村ハル物語」（講談師：神田 紅 氏）�



「中村学園創立50周年記念講演会」のご案内�

中村学園に親・子・孫三代学ばれた方を募集します�学校法人中村学園�

（昭和29年4月開校～昭和33年3月廃止⇒中村栄養短期大学へ）�
（昭和32年4月開校～昭和42年4月名称変更⇒中村学園短期大学へ）�
（昭和42年4月～平成10年4月名称変更⇒中村学園大学短期大学部へ）�
（平成10年4月～現在に至る）�
（昭和40年4月開校～現在に至る）�
（平成2年4月開設～現在に至る）�
（昭和35年4月開校～現在に至る）�
（平成4年4月開校～現在に至る）�
（昭和61年4月開校～現在に至る）�
（昭和63年4月開校～現在に至る）�

福 岡 高 等 栄 養 学 校  �
中 村 栄 養 短 期 大 学  �
中 村 学 園 短 期 大 学  �
中村学園大学短期大学部�
中 村 学 園 大 学 �
中 村 学 園 大 学 大 学 院 �
中村学園女子高等学校  �
中 村 学 園 女 子 中 学 校 �
中村学園三陽高等学校�
中 村 学 園 三 陽 中 学 校 �

第3回�

開催日時�

講演テーマ�

講　　師�

申込期間�

平成16年9月25日（土）�
午後2時～午後3時30分（開場午後1時30分）�

平成16年  8月30日（月）から�
            9月  8日（水）まで�

平成16年   9月27日（月）から�
          10月   6日（水）まで�

平成16年11月  1日（月）から�
          11月11日（木）まで�

平成16年10月23日（土）�
午後2時～午後3時30分（開場午後1時30分）�

平成16年11月27日（土）�
午後2時～午後3時30分（開場午後1時30分）�

「詩人の心と科学の目」�
－最新宇宙論の視座から“いのち”を考える－�

�
鈴鹿国際大学短期大学部�

学長、理学博士 佐治晴夫氏�
拓殖大学国際開発学部�

教授、評論家 呉 善花氏�
作家 立松 和平氏�

「韓国人から見た日本」� 「いのちの食紀行」�

第1回� 第2回�

50周年記念講演会のお知らせ・募集�

　学園創立50周年を記念して中村学園大学同窓会から、キャンパス内に設置す
るベンチが寄贈され6月2日岡崎会長から、藤本学長へ目録が手渡されました。学
内アメニティスペース整備充実の一環として有効に活用させていただきたいと
思います。設置場所については、現在学生課と学友自治会で検討しているところ
です。�

花器（「飛翔」）�

■本学教職員ＯＢから花器寄贈� ■大学同窓会からベンチ寄贈�

■催物への特別協賛（協力）�
中村学園では創立50周年記念事業の一環として、次の催物に特別協賛（協力）をしています。�
　『アジアユースオーケストラin Fukuoka』�
　　　●日　時　　平成16年8月23日（月）14時開演�
　　　●場　所　　福岡シンフォニーホール（アクロス福岡）�

　『はかた楽劇 鴻臚館物語』�
　　　●日　時　　平成16年9月17日（金）・18日（土）18時30分開演�
　　　●場　所　　福岡市舞鶴公園内鴻臚館跡特設ステージ�

お  そんふぁ�

　学園創立50周年記念行事の一環として、これまで中村学園を支えてくださった地域の皆様に感恩の意を込めて、創立
50周年記念講演会を開催いたしますので、多数ご来聴くださいますよう、ご案内申しあげます。�

1．プログラム�

2．場　所　エルガーラホール・大ホール（エルガーラ北8階）�
　      　　　　　福岡市中央区天神1丁目4番2号　TEL 092-711-5017

3．申し込み方法�
　　●お申し込みは、官製はがき・ファックス・Ｅメールにて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、各講演の申込期間にお願いいたします。�
      ●定員（各講演会定員500名）になり次第、締め切らせていただきます。 ●受講料は無料です。�
�

○申し込み・問合せ先�
　　中村学園創立50周年記念講演会運営事務局（株式会社大広九州内）�
　　　〒810-0001　福岡市中央区天神1丁目4番2号　エルガーラ11階�
　　　TEL 092－762－7564   FAX 092－762－7530   E-mail  yuzo.watanabe@daiko.co.jp�
�

　おかげ様で中村学園は2004（平成16）年創立50周年を迎えました。これを記念して親・子・孫三代にわたって中村学園に学ば
れた方を募集いたします。次にあげる中村学園の各学校の何れかで学ばれ三代にわたる方、又はご存知の方はご一報ください。�

連絡先：学校法人中村学園 法人本部総務部�
　　　　 　 〒814-0198　福岡市城南区別府5丁目7番1号�
　　　　　  TEL　092-851-2531　　FAX　092-821-3345　　　　〆　切：平成16年8月末�
�

　平成16年11月12日（金）中村学園創立50周年記念祝賀会で表彰いたします。該当の方の氏名・卒業学校名・卒業年月・
住所・電話番号を明記のうえ、下記までお知らせください。�

　平成2年4月から平成9年3月まで本学児童学科
及び幼児教育科で教授をつとめられた倉園昭雄
氏（新構造社工芸部会員）が、学園創立50周年を
記念し、今後さらに学園
が発展されることを願っ
ておりますというメッセ
ージとともに自作の花器
（作品名「飛翔」）を贈呈さ
れました。これに対し中
村理事長から、いただき
ました花器を末永く学舎
に飾り学生の感性高揚に
役立たせますと感謝のこ
とばが述べられました。�

紅
さ
ん
が「
学
園
祖
中
村
ハ
ル
物
語
」と
題

し
、中
村
ハ
ル
先
生
の
生
い
立
ち
と
そ
の

生
涯
に
つ
い
て
熱
の
入
っ
た
感
動
的
な
講

談
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
第
二
部
で
は
中
村
学
園
と
同
じ
く
今
年

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
九
州
交
響
楽
団

に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
交
響
曲
第
五
番「
運

命
」や
バ
ッ
ハ
作
曲
の「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」

な
ど
の
名
曲
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
の
選
曲
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
に

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。最
後
は
九
州
交
響
楽
団
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
会
場
の
出
席
者
全
員
が
中
村
学

園
の
歌
を
斉
唱
し
、十
二
時
四
十
五
分
に

無
事
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
記
念
式
典
は
中
村
ハ
ル
先
生
の

精
神
と
教
育
の
理
念
を
再
確
認
し
、未
来

に
向
け
て
の
新
た
な
発
展
を
期
す
る
た
め

の
一
つ
の
礎
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
学
生
生
徒
や
教
職
員
に
と
っ
て

十
分
に
意
義
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
式
典
と

な
り
ま
し
た
。�







平成16年度資金収支予算書�
平成16年4月1日から平成17年3月31日まで�

収 入 の 部 �
科　　　目� 16年度予算額� 前年度予算額� 増減（△）�

支 出 の 部 �
科　　　目� 16年度予算額� 前年度予算額� 増減（△）�

7,840,690

14,537,300

　 前 年 度 繰 越 支 払 資 金 　 �

　 収 入 の 部 合 計 　 �

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 �
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資 金 収 入 調 整 勘 定 �

4,942,570�
168,330�
7,120�

1,123,860�
107,280�

0�
207,000�
175,560�

1,063,050�
93,560�

△1,191,720

7,279,530

14,088,280

5,028,810�
160,510�
15,370�

1,085,970�
27,460�
103,720�
215,620�
118,990�

1,084,530�
230,200�

△ 1,262,430

561,160

449,020

△ 86,240�
7,820�

△ 8,250�
37,890�
79,820�

△ 103,720�
△ 8,620�
56,570�

△ 21,480�
△ 136,640�

70,710

(単位／千円)

(単位／千円)

1,891,050

14,537,300

　 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 　 �

　 支 出 の 部 合 計 　 �

人 件 費 支 出 �
教 育 研 究 経 費 支 出 �
管 理 経 費 支 出 �
借 入 金 等 利 息 支 出 �
借 入 金 等 返 済 支 出 �
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �
〔 予 備 費 〕 �
資 金 支 出 調 整 勘 定 �

3,728,290�
1,023,950�
535,920�
12,400�
42,210�
487,760�
150,510�

6,714,130�
143,500�
17,900�

△210,320

7,840,690

14,088,280

3,611,050�
997,720�
856,920�
13,600�
42,210�
141,860�
180,970�
227,920�
291,680�
17,900�

△134,240

△ 5,949,640 �

449,020

117,240�
26,230�

△321,000�
△1,200�

0�
345,900�
△ 30,460�
6,486,210�
△ 148,180�

0�
△ 76,080 

「
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
」�

「
女
子
中
学
校
・
女
子
高
等
学
校
」�

「
三
陽
中
学
校
・
三
陽
高
等
学
校
」�

　
平
成
十
六
年
度
の
予
算
は
、去
る
三
月
十
七

日
の
評
議
員
会
及
び
十
九
日
の
理
事
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。平
成
十
六
年
度
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、中
期
総
合
計
画(

平
成
十

五
年
度
〜
平
成
十
九
年
度)
の
基
本
方
針
を
基

に
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
と
研
究
の
充

実
を
図
り
、学
生
、生
徒
等
の
満
足
度
を
十
分

考
慮
す
る
と
と
も
に
、学
生
等
の
確
保
と
支
出

の
効
率
化
及
び
削
減
を
図
り
ま
し
た
。�

　
平
成
十
六
年
度
は
学
園
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に「
学
園
祖
中

村
ハ
ル
先
生
の
教
育
理
念
と
情
熱
を
再
認
識

し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
。」を
掲
げ
、記
念
事

業
を
計
画
に
折
り
込
み
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。�

�

　�　
収
入
の
部
で
は
、学
生
数
の
増
加
に
よ
り
学

生
納
付
金
収
入
が
増
収
と
な
り
ま
す
。手
数
料

収
入
に
お
い
て
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
利
用

に
よ
る
入
学
検
定
料
収
入
の
増
収
を
見
込
み

ま
し
た
。補
助
金
収
入
で
は
、流
通
科
学
部
へ

の
経
常
費
補
助
金
収
入
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
支
出
の
部
で
は
、大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
お
よ
び
流
通
科
学
研
究
科
修

士
課
程
の
開
設
に
伴
う
研
究
費
、実
習
設
備
費

等
を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、新
た
に
薬
膳
科

学
研
究
所
を
設
置
し
、研
究
所
開
設
に
伴
う
施

設
・
設
備
費
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
人
件
費
支
出
で
は
、寮
運
営
を
外
部
委
託
す

る
こ
と
で
職
員
人
件
費
が
減
少
し
ま
し
た
。�

　
教
育
研
究
経
費
支
出
で
、携
帯
電
話
へ
の
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、大
学
院
生
、学
部
学
生
へ

の
奨
学
金
の
充
実
、就
職
支
援
強
化
費
、大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
で
は
、寮
運
営
外
部
委
託
料
、

学
生
募
集
の
強
化
に
伴
う
費
用
を
計
上
し
、そ

の
他
に
つ
い
て
は
費
用
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。�

　
施
設
設
備
関
係
支
出
　
　 

で
は
、薬
膳
科

学
研
究
所
開
設
に
伴
う
施
設
の
改
修
工
事
、設

備
機
器
導
入
、大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
開
設

に
伴
う
設
備
の
充
実
、図
書
館
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー

充
実
、平
成
十
七
年
二
月
市
営
地
下
鉄
三
号
線

開
通
に
伴
う
東
門
の
新
設
等
を
計
上
し
ま
し

た
。�

��

　
収
入
の
部
で
は
、生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
生

徒
納
付
金
収
入
、補
助
金
収
入
の
減
収
を
見
込

み
、県
福
祉
会
退
職
交
付
金
は
増
収
を
見
込
み

計
上
し
ま
し
た
。�

　
支
出
の
部
で
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
で
前

年
度
の
語
学
海
外
研
修
に
お
い
て
海
外
姉
妹

校
締
結
予
定
の
高
校
を
視
察
し
ま
し
た
。十
六

年
度
で
は
、締
結
姉
妹
校
か
ら
の
教
員
、生
徒

歓
迎
費
、本
校
か
ら
の
教
員
訪
問
旅
費
等
を
計

上
し
ま
し
た
。特
技
奨
学
生
、育
英
奨
学
生
へ

の
奨
学
金
充
実
、学
園
創
立
五
十
周
年
事
業
と

し
て
文
化
祭
へ
の
補
助
を
増
額
計
上
し
ま
し
た
。�

　
管
理
経
費
支
出
は
、生
徒
募
集
強
化
費
と
し

て
市
営
地
下
鉄
三
号
線
開
通
に
伴
う
広
告
費

用
を
計
上
し
、寄
宿
舎
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
給
食
委
託
費
を
見
直
す

等
費
用
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。施
設
設
備
関

係
支
出
　
　
　で
は
、パ
ソ
コ
ン
更
新
、L�
L
シ

ス
テ
ム
の
更
新
、駐
輪
場
整
備
の
充
実
を
図
り

ま
す
。�

��������

　
収
入
の
部
で
は
、入
学
者
数
の
減
少
に
よ
り

入
学
時
施
設
費
等
で
生
徒
納
付
金
収
入
が
減

収
、補
助
単
価
の
減
少
に
よ
る
補
助
金
の
減
収

を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。�

　
支
出
の
部
で
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
で
教

員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
費
、教
育
改
革
実

践
校
視
察
費
、中
学
校
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
引
率

平成16年度 予算�
�

表－1

学
校
法
人
中
村
学
園

学
校
法
人
中
村
学
園�

平
成
十

平
成
十
六
年
度
年
度 

予
算
予
算�



消 費 収 入 の 部 �

科　　　目� 16年度予算額� 前年度予算額� 増減（△）�

△ 1,073,000

5,662,290

基 本 金 組 入 額 合 計 �

帰 属 収 入 合 計 �

消 費 支 出 の 部 合 計 �

消 費 収 入 の 部 合 計 �

学 生 生 徒 等 納 付 金 �
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �

4,942,570�
168,330�
10,690�

1,123,860�
107,280�
207,000�
175,560

6,735,290 � �

�

�

�

�

消 費 支 出 の 部 �

科　　　目� 16年度予算額� 前年度予算額� 増減（△）�

322,900

1,005,530

1,328,430

841,020

1,005,530

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 �

前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 �

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 �

人 件 費 �
（ 退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 ） �
教 育 研 究 経 費 �
（ 減 価 償 却 額 ） �
管 理 経 費 �
（ 減 価 償 却 額 ） �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �
�
〔 予 備 費 〕 �

3,713,380�
�

1,626,050�
�

615,460�
�
�
0

17,900

5,985,190

17,900

6,255,050

0

 △269,860

164,510

3,642,690�
�

1,592,210�
594,490�
936,430�

�
13,600�
52,220

70,690�
�

33,840�
�

△ 320,970�
�

△1,200�
△52,220

平成16年度消費収支予算書�
平成16年4月1日から平成17年3月31日まで� (単位／千円)

(単位／千円)

（　　96,170）�

（　 602,100）�

（　　79,540）�
12,400

（　　80,780）�

（  　　　　　）�

（　　79,510）�

（  　15,390）�

（　　7,610）�

（   　　　30）�

費
、育
英
奨
学
金
の
充
実
を
図
り
計
上
し
ま
し

た
。管
理
経
費
支
出
に
お
い
て
は
、生
徒
募
集

強
化
費
の
計
上
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
増
加
に
よ
る

生
徒
の
通
学
利
便
性
を
図
り
ま
す
。そ
の
他
に

つ
い
て
は
、経
費
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。�

��

　
収
入
の
部
で
は
、前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
、

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
が
八
、六
○
○
万

円
減
収
と
な
り
ま
す
。補
助
金
収
入
は
、大
学

流
通
科
学
部
へ
経
常
費
補
助
金
交
付
等
を
見

込
み
三
、七
○
○
万
円
増
、資
産
運
用
収
入
は

七
、九
○
○
万
円
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。そ

の
他
の
収
入（
前
期
末
未
収
入
金
収
入
）で
一

億
三
、六
○
○
万
円
の
減
収
に
な
り
ま
す
。当

年
度
収
入
合
計
は
、六
六
億
九
、六
○
○
万
円

と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
七

八
億
四
、○
○
○
万
円
を
加
え
、収
入
の
部
合

計
が
一
四
五
億
三
、七
○
○
万
円
と
な
り
、前

年
度
に
比
較
し
て
四
億
四
、九
○
○
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
す
。�

　
支
出
の
部
で
は
、人
件
費
支
出
で
退
職
金

が
前
年
度
と
比
較
し
て
六
、○
○
○
万
円
増

加
し
、教
育
研
究
経
費
支
出
は
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
り
ま
す
。管
理
経
費
支
出
に
は
、学
園
創

立
五
十
周
年
行
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。施
設

設
備
関
係
で
は
、あ
さ
ひ
幼
稚
園
移
転
に
伴
う

新
園
舎
建
築
費
、設
備
費
等
を
含
め
、　
　 

の

と
お
り
充
実
を
図
り
ま
す
。資
産
運
用
支
出

に
お
い
て
、
特
定
引
当
資
産
に
六
一
億
九
、

三
○
○
万
円
計
上
し
ま
し
た
。次
年
度
繰
越

支
払
資
金
は
、特
定
引
当
資
産
を
計
上
し
た

関
係
で
、
一
八
億
九
、
一
○
○
万
円
と
な
り

ま
す
。�

�

　
消
費
収
入
の
部
で
は
、帰
属
収
入
合
計
が

六
七
億
三
、五
○
○
万
円
で
前
年
度
に
比
較

し
て
七
、六
○
○
万
円
増
収
見
込
み
と
な
り

ま
す
。第
二
号
基
本
金
組
入
計
画
に
大
学
・
短

期
大
学
部
の
校
舎
改
築
計
画
を
計
上
し
ま
し

た
。こ
れ
を
含
め
た
基
本
金
組
入
額
十
億
七
、

三
○
○
万
円
を
控
除
し
た
五
六
億
六
、二
○

○
万
円
が
消
費
支
出
に
充
当
可
能
な
収
入
で

す
。�

　
消
費
支
出
の
部
で
は
、人
件
費
が
七
、○
○

○
万
円
増
と
な
り
、人
件
費
比
率
は
五
五
・
一

％（
五
四
・
七
％
）で
○
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
す
。教
育
研
究
経
費
で
は
三
、三
○
○
万
円

の
増
で
教
育
研
究
経
費
比
率
が
二
四
・
一
％（
二

三
・
九
％
）と
な
り
ま
す
。消
費
支
出
の
部
合

計
は
、五
九
億
八
、五
○
○
万
円
と
な
り
、前

年
度
よ
り
二
億
六
、九
○
○
万
円
減
少
し
ま
す
。�

　
当
年
度
支
出
超
過
額
は
三
億
二
、二
○
○

万
円
と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
を
加
え
る
と
、翌
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
一
三
億
二
、八
○
○

万
円
と
な
り
ま
す
。�

�

　
以
上
が
、平
成
十
六
年
度
の
予
算
概
要
で

す
が
、ま
す
ま
す
学
生
生
徒
等
の
確
保
が
厳

し
く
な
る
中
で
の
、財
政
基
盤
の
安
定
を
図

る
た
め
に
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
適
正
且

つ
厳
正
に
努
め
ま
す
。�

�

　�

    5,028,810�
160,510�
21,250�

1,085,970�
27,460�
215,620�
118,990�

    �
6,658,610�

�
△ 568,070�

 6,090,540

  △ 86,240�
7,820�

△ 10,560�
37,890�
79,820�
△ 8,620�
56,570�

    �
76,680�

    �
△ 504,930�

△ 428,250

平成16年度予算�

「
資
金
収
支
予
算
」�

「
消
費
収
支
予
算
」�

平成16年度 主な施設設備の事業�
区分� 事 業 内 容 �

中央本館西側トイレ改修(年次計画） �
薬膳科学研究所設置に伴う改修工事 �
中教室視聴覚設備設置(年次計画）�
東3号研究室空調機取替 �
地下鉄開通に伴う新規東門設置�
新校舎設計料�
薬膳科学研究所　研究用機器備品一式�
流通科学研究科　大学院生自習室備品�
分離用遠心機�
図書館AVコーナー機器 �
視聴覚室AV機器�
高等教育研究改革推進経費補助申請機器�
�

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部�

3棟地下食堂雨水浸入防水工事�
第2体育場下生徒駐輪場整備工事�
4棟パソコン備品購入�
LL教室システム備品購入�

校舎外壁タイル改修工事�
校舎・体育館屋上防水改修工事（年次計画）�

新園舎建築工事�
新園舎設備購入�

遊戯室に空調機設置�
各保育室サッシ網戸取付�

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校�

三
陽
中
学
校
・
高
等
学
校�

壱
岐
幼
稚
園�

あ
さ
ひ
幼
稚
園�

�

表－3 表－2

学
校
法
人
中
村
学
園�

平
成
十
六
年
度 

予
算�



研 究 内 容 紹 介 �
教員の研究内容を紹介します�

�

短期大学部　家政経済科　教授　小阪康治�

　倫理の研究というと、少し前までは、カ

ントやソクラテスの研究でした。ところ

が最近の倫理研究は内容が具体的になっ

てきました。それは科学技術の発達によ

ってこれまでの学説では解決できない問

題や、グローバライゼイションによって

世界各国の文化や価値観との交流が盛ん

になり、これまでわが国だけにしか通用

しない価値観を修正せざるを得なくなっ

たからです。�

　そこで私は最近では、生命倫理学とか、

経営倫理学の具体的な問題を研究してい

ます。例えば、東京にいたときはちょうど

脳死法案が大問題になっているときで、

学会の会長の御供で参議院の勉強会にも

出ましたので、この問題には今でも関心

をもっています。またインフォームド・コ

ンセント（説明と同意）については、解釈

や判決が患者重視の方向へ向かって行く

だろうという予測の下に、現在起こって

いるケースの分析をしています。�

　生命倫理や経営倫理とは言っても、一

つの社会での人間の活動に関するもので

すから、学問的には独立の分野でも、ひと

りひとりの人間は、いくつもの分野に関

わりながら生活しています。たとえば病

院経営における倫理問題などは、医療倫

理と経営倫理が重なった領域と言えるで

しょう。またほとんどの人間が経済活動

にたずさわっているので、経営倫理学の

研究は他の領域にも影響が大きいと予測

しています。さらに企業の不祥事は枚挙

にいとまがありませんから、カントやソ

クラテスを基礎としながらも、高邁なだ

けではなく、実現可能な倫理観の確立と

社会的な承認が、差し迫った課題です。そ

れを個々の具体的なケースに即して考え

ているのが研究の現状です。�

　現代の倫理的な提案は、ＣＳＲ（企業の

社会的責任）の実践のように、倫理的な活

動が企業の発展につながるという考えに

代表されます。これまでは倫理では利潤

につながらない、と頭から否定されてい

ましたが、今では倫理的な規範を守って

いる企業に投資しようとするファンドも

現れてきました。このように、医療、経営

を問わず、倫理観は社会にとっては先行

する指標であり、これを先取りすることは、

どの分野の専門家にとっても、必要にな

っていると考えています。�

�

■プロフィール�
早稲田大学大学院文学研究科博士課程
哲学専攻終了　文学博士�
専門　倫理学、哲学、宗教学。�
著書　『哲学と倫理の間』（共著）。�
『インフォームド・コンセント』（共著）。�
『生命倫理事典』（共著　編集協力）。�

�
�

最近の倫理研究�
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研 究 ト ピ ッ ク ス �
社会で話題（問題）になっているものを紹介します�

　大豆油、キャノーラ油（菜種油）、サフラワー油、胡麻

油、米油、コーン油、エクストラバージンオリーブオイ

ル、ブドウ油、調合油等など数多い食用油が商品棚を

飾っています。わが国では、ほとんどの原料を輸入し

ているため、かえってバランス良く、数多くの食用油

を楽しむことが出来ます。現在、注目を浴びている食

用油が、健康オイルと称される、厚生労働省の特定保

健用食品として許可を得た品々です。一つは体に脂肪

がつきにくいと明示してある、ジグリセロールを主体

とするものと、中鎖脂肪酸を主体とする製品です。一

般の食用油の主要成分はトリグリセロール（中性脂肪）

で、グリセリンに3つの脂肪酸がエステル結合してい

ます。このトリグリセロールは摂取されると十二指腸

で、2つの脂肪酸とモノグリセロールに分解され、小

腸壁から吸収され、再びトリグリセロールに合成され

て、カイロミクロン中に取り込まれ、リンパへ放出さ

れた後、血中中性脂肪として体の各組織に行き渡りま

す。その後、体の構成分やエネルギーとして利用され

なかった中性脂肪は体脂肪として蓄積されます。ジグ

リセロールは脂肪酸が2つエステル結合したもので、

トリグリセロールと同様に小腸から吸収されますが、

分解されたモノグリセロールの分子構造が異なるため、

吸収後、トリグリセロールに再合成されにくく、その

ため、食後の血中中性脂肪が上昇しにくいこと、トリ

グリセロールより脂肪が燃焼しやすいことから、体に

脂肪がつきにくいとされてます。�

　脂肪酸は炭素数が6以下の短鎖脂肪酸、8～12の中

鎖脂肪酸、14以上の長鎖脂肪酸に分類されます。一般

の食用油の構成脂肪酸の多くが長鎖脂肪酸で、そのト

リグリセロールは上記の様に吸収されます。中鎖脂肪

酸のトリグリセロールは中鎖脂肪酸が水に親和性が

高く、加水分解されやすいため、小腸に運ばれた時点

ですでに、グリセリンと脂肪酸に分解されており、ア

ミノ酸やブドウ糖と同様に門脈経由で直接、肝臓に到

着し、速やかに代謝され、エネルギー源として使われ

ます。よって、食後の血中中性脂肪の上昇がなく、体脂

肪蓄積抑制効果があるとしています。両者とも人体実

験がなされ、長期摂取による体脂肪の減少が確認され

ています。�

　もう一つは血中コレステロール値の高い人にター

ゲットをあてた、コレステロールを下げると明記した、

大豆胚芽や各種植物油を原料として、植物ステロール

含量を高めた食用油です。動物ステロール（コレステ

ロール）と類似した分子構造の植物ステロールが同時

に摂取されると、その分コレステロールの小腸での吸

収が抑制され、コレステロールは便とともに排出し、

血中コレステロールが低下すると考えられてます。植

物ステロールが血中コレステロールを低下させるこ

とは多くの報告があります。�

　このほか健康オイルとしては、栄養機能食品と表示

されている食用油群です。オレイン酸の効果をもとに、

オレイン酸リッチのキャノーラ油、サフラワー油、ヒ

マワリ油などに抗酸化成分のビタミンEを豊富に強

化した製品類、N-3系脂肪酸のα-リノレン酸がスプ

ーン1杯にイワシ1匹より多い油、米油のオリザノー

ルや植物ステロールなどの健康への良さと米油のお

いしさを強調した製品、オレイン酸、リノール酸、リノ

レン酸の脂肪酸バランスを強調した製品と数多く出

回っています。あなたはどの食用油をお好みでしょう

か。油は食品に魅力的な風味や食感を与え、美味しさ

が向上しますが、9kcal/gの非常に効率的なエネルギ

－源です。国民栄養調査の結果では、日本人は食用油

などの目に見える油と食材中に存する見えない油を

約1：4の比率で摂取しています。見えない油の量と質

をしっかり考慮して、美味しさと健康、機能性をベー

スに食用油を上手に利用したいものです。�

� ■プロフィール�
九州大学大学院農学研究科修士課程修了。農学博士。
ウィスコンシン州立大学医学部研究員を経て現職。
専門分野は食品加工、食品栄養。研究テーマは油脂。
現在は共役リノ－ル酸（CLA）に夢中。日本食品科
学工学会、日本栄養・食糧学会、日本農芸化学会各
西日本支部会評議員。�
�

どの食用油をお好みですか�
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公開講座のお知らせ�

　今年で31回目を数える、中村学園大学・中村学園大学短期大学部主催の公開講座を下記のとお
り開催いたします。今回は、3コース・6つの講座を準備いたしました。内容は、下記のプログラムの
とおりとなっています。それぞれ、ユニークな教育と研究にあたっております本学の特徴を十分に
発揮した講座となっています。ふるってご参加下さい。�

申 込 方 法�

申 込・問 い 合 わ せ 先 �

プログラム�

〒814-0198　福岡市城南区別府5丁目7番1号 中村学園大学・中村学園大学短期大学部 庶務課「公開講座」係�
TEL：（092）851-2559　Eメール：koukai@nakamura-u.ac.jp�
ホームページ：http:www.nakamura-u.ac.jp/ （トップページの「公開講座のお知らせ」をクリックして下さい）�

●お申込は、｢官製はがき｣または「Eメール」にて、郵便
番号、住所、氏名、性別、年齢、職業、電話番号、受講希望
コースを明記のうえ、�

８月17日（火）～9月3日（金）�
の期間にお願いいたします。�
※電話、FAXでの申込受付はいたしておりません。�

●定員になり次第、締め切らせていただきます。�
※定員に余裕があれば、当日でも受付いたします。�

●受講された方には、開催日ごとに受講証書を発行い
たします。�

●受講料ならびにテキスト代は無料です。�

●託児所はありません。�

●開催日ごとに会場が異なりますので、ご注意ください。�

●Cコース（10/16）はお子様と一緒に参加できます。（託
児所はありませんので、お子様も一緒に講演・保育実技
に参加いただくことになります。）ご希望の方は、お子
様の性別、年齢も併せて明記のうえ、お申込ください。
なお当日は、授乳のためのスペース並びにお子様が遊
べるプレイルームを準備いたしております。�

Aコース�
10月2日（土）� 10月16日（土）�

Bコース� Cコース�
9月18日（土）�

生活習慣病の予防�
―循環器病―�

�

地球環境とこれからの�
人間生活を考える�

子育てを考える�
―男性、父親として子育てを愉しむ―�

13:00～13:10  場所／西1号館10階・大講議室�

13:10～14:30  場所／西1号館10階・大講議室�

休憩・移動（30分）�

開講式�
  　   大学側挨拶：学長　藤本 淳�

15:15～15:25 場所／音楽館・体育館2階・多目的ホール�

閉講式�
           大学側挨拶：公開講座委員長　本間　学�

 「虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）」�
九州大学大学院医学研究院�
附属心臓血管研究施設分子細胞情報学部門�
  　　　　　　　　　 　施設長：教授　金出　英夫�
� 　（循環器内科学・循環薬理学・細胞生物学）�

15:00～16:30 場所／中央南館2階・213示範室�
�

「虚血性心疾患の予防を考えた食事」�
 　　　　　　   助教授　松隈 紀生（調理学）�
�

13:00～14:20 　場所／西4号館2階・大講義室�

14:30～15:50   場所／西4号館2階・大講義室�

休憩（10分）�

「地球にやさしい環境保全講座�
～未来の家は太陽エネルギー住宅！�
　　　　 リサイクルは宝の山！～」�

「バーコードと最先端流通のお話」�
�
　    助教授　吉岡 洋一（流通システム・戦略論）�

13:00～14:00 場所／音楽館・体育館2階・多目的ホール�

14:15～15:15  場所／音楽館・体育館2階・多目的ホール�

休憩（15分）�

（1）基調講演�
「どうなる 父親”、どうする 父親”�
 一次世代育成支援対策推進法に見る�
　　     子育て近未来像をもとに一」�
           助教授　那須 信樹（幼児教育学・保育学）�

 （2）話題提供と保育実技実演ライブ�
  「こどものみかた一目と目で通じ合う一」�

           フォークユニット・きょろちゃんひょろちゃん�
　　　  砂川 太（保育士）・堀 健一（内視鏡技師）�

定員/120名� 定員/100名� 定員/100名�

平成15年度 図書館利用状況について�

”� ”�

  助教授　宮地 晃輔（環境経営論・環境会計論・生活環境論）�



図書館だより�

AVコーナー増設個所（Bコーナー）�

　食は文化を映す鏡一。台所と食
卓から、世界を読み解くシリーズ『世
界の食文化』（全20巻刊行予定）。�
　写真は第9巻の「トルコ」。中華
料理、フランス料理と並び、世界
三大料理の一つとも言われるトル
コ料理。その豊かな食の世界を歴
史に遡り紹介している。この他に、�
「タイ」「イタリア」「ドイツ」「中国」
「アメリカ」が既刊されている。�

　キレイごとをいくら並べても、会
社や仕事の本当の姿は見えてこ
ない。と、現役社員や元社員たち
の生の声をすべての情報源とした
会社図鑑。イラストと遠慮のない
文章表現で楽しく、かつ実践的に
読める。�
　天の巻、地の巻（写真）2冊合わ
せて2４業界、105社を取り上げて
いる。�

AVコーナー増設�

　平成16年4月より、AVブ
ース8ブースが増設され、既
設7ブースと併せ、計15ブー
スになり、視聴覚資料（DVD 
・ビデオ等）の利用がますま
す便利になりました。�

新 着 図 書 �
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　平成15年度の貸出冊数の内訳は円グラフが示すとおりです。学生1人あたりの貸出冊数は下表のとおり、大学院生が圧倒的に多くなって
います。貸出されている図書の分類別内訳を見ると、教育・経済を含む300番台、栄養・医学を含む400番台の貸出数が多いのが特徴です。�

　平成8～15年度の入館者数全体の推移は折れ線グラフのとおり、そのうち17：00以降の夜間開館については、右の棒グラフのとおりです。         
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世界の食文化一「トルコ」�
鈴木　菫著 /農文協�

会社図鑑！2005�
石原壮一郎ほか著 ダイヤモンド社�

平成平成1515年度年度 図書館利用状況について図書館利用状況について�

2 入 館 者 数 �

1 貸 出 冊 数 �

平成15年度 図書館利用状況について�

大学院生�

※併設中学・高校への貸出は15年度から開始�

※学生1人あたりの貸出冊数�
大学院生�
大 学 生 �
短 大 生 �

29.1
7.8
8.1

大学生� 短大生� 教職員等� 併設校生徒�大学院生� 大学生� 短大生� 教職員等� 併設校生徒�

分 

類�

日曜日、第2･4土曜日�
8月11日（水）～16日（月）�

※駐輪場、喫茶室（食堂）あり��
※TEL092-851-2573��
 www.lib.nakamura-u.ac.jp

● 開館時間 ●�
月～金  9：30～17：00�
   土　  9：30～13：00

休館日�

8月2日（月）～8月30日（月）�
● 開放期間 ●�

  高校生のみなさんへ��
図書館開放のお知らせ�

広くて静か
なスペース

で�

  集中して
みませんか

？�

（注）［開館時間］�
　　 平成8年度4月～平成12年度6月まで　9：00～18：00、平成12年度7月から　9：00～20：00（平成7年度までは9：00～17：00）�
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学校法人中村学園は、学園祖中村ハル先生が設立され、
昭和28年（1953）12月24日に福岡県知事の認可を受け、
翌、昭和29年（1954）4月福岡高等栄養学校を設置し、
中村学園がスタートしました。昭和29年（1954）4月
の福岡高等栄養学校開学から、平成16年（2004）4月
で満50年を迎えました。�
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